
看  護  協  会  だ  か ら こ そ で  き る  事  業

会 員 情  報  変  更 な ど 各  種 お 手  続 き 方 法 は  、

大 阪 府 看 護 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ 「 入 会 の

ご 案 内 」 を ご 確 認 く だ さ い 。
こ ち ら か ら ご  確  認

く だ  さ  い ！

2 0 2 6 年 度 会 員 継 続 手 続 き の ご 案 内

口 座 の 設 定・ 情 報 変 更 も

キ ャ リ ナ ー ス が と っ て も 便 利 ！
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入 会 の ご 案 内

令 和 7 年 度 通 常 総 会 に お い て 、 令 和 8 年 度 の 年 会 費 改 定 が 決 定

い た し ま し た  。 何 卒 ご  理  解 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す  。

災 害 支 援 、 感 染 症 対 策 、 医 療 安 全 の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 、 そ し て 行 政 へ の 政 策 提 言 。

個 々 の 施 設 だ け で は 難 し い こ れ ら の 活 動 は 、 す べ て 「 看 護 協 会 だ か ら で き る 」 こ と で す 。

例 え ば 、 能 登 半 島 地 震 で は 災 害 支 援 ナ ー ス を 派 遣 し 、

コ  ロ  ナ  禍  で  は  行  政  と  連  携  し  、 看  護  職  の  確  保 ・ 調  整  な ど  を  通  じ  て  現  場  の  負  担  を  軽  減  。

ナ ー ス セ ン タ ー で は  、 一 人 ひ と り に 寄 り 添 っ た マ ッ チ ン グ で 人  材  確  保 に 貢  献 し て い ま す  。

そ し て  最  も 重  要  な  役  割  の  一  つ  が  、 看  護  職  の  代  表 と し て  行  政  に  声  を  届  け  、

よ り 良 い 労 働 環 境 や 医 療 政 策 を 実 現 す る こ と で す 。

見 え に く い け れ ど 、 確 か に そ こ に あ る 支 え 。

そ の 存 在 を 、 少 し で も 身  近 に 感 じ て い た だ け た ら 嬉 し く 思 い ま す 。

共  に  看  護  の  未  来  を  つ  く り ま し  ょ う  。

見 え な い  け  れ ど 、 い ち ば  ん  近 く に  。
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2 0 2 6 年 度 年 会 費

初 回 口 座 振 替 日

特 集  | 会 員 の 皆 さ ま と 共 に 創 る 　 現 場 の 声 か ら 生 ま れ る 改 革 と 展 望

I nfor matio n

次 年 度 「 会 費 に 関 す る 重 要 な お 知 ら せ 」（ 圧 着 ハ ガ キ ） は 1 1 月 よ り 順 次 発 送 い た し ま す 。

お 手 元 に 届 き ま し た ら 、 必 ず 内 容 を ご 確 認 く だ さ い 。

管 理 部 総 務 グ ル ー プ 会 員 担 当

1 0, 0 0 0 円 → 1 3, 0 0 0 円

大 阪 府 看 護 協 会 ・ 日 本 看 護 協 会 年 会 費 （ あ わ せ て ）

ご 確 認 事 項
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医 療 安 全  通 信医 療 安 全 対 策 委 員 会

参 加 は こ ち ら を

ク リ ッ  ク ！

医 療 安 全 管 理 者 、 安 全 管 理 に 携  わ る 皆 さ ま

大 阪 府 看 護 協 会 で は 、 安 全 管 理 に 携 わ る 者 で

構 成 す る 「 医 療 安 全 対 策 委 員 会 」 を 中 心 と し た

1 1 支 部 の 医 療 機 関 が 、「 支 部 医 療 安 全 交 流 会 」

に  参  加  し て  ネ ッ ト ワ  ー  ク の  構  築  を  図  っ て  い  ま  す  。

医 療 安 全 管 理 者 と し て 、 ぜ ひ 参 加 し ま せ ん か 。

「 支 部 医 療 安 全 交 流 会 」 に  参  加  し て  、

相 談 や 情 報 交 換 、 解 決 に 向 け た ス キ ル を 高 め 合 お う

～  迷  わ  な  い  現  場 ・ 守  ら  れ  る  意  思  ～

医 療 の 現 場 で は 、 急 変 時 の 対 応 が 求 め ら れ る 中 、 患 者 の 意 思 に 沿 っ た 治 療 方 針 を 事 前 に 確 認 す る こ と が 必 要 で す 。

D N A R や A C P は 患 者 の 尊 厳 を 守 り な が ら 、 医 療 従 事 者 が 適 切 な 判 断 を 行 う た め の 重 要 な プ ロ セ ス で す 。

現 場 の 声 解 決 策 ・ 方 向 性

と

医 療 安 全 管 理 者 ・ 医 療 チ ー ム で は

い つ 「 D N A R 」 を 確 認 し て る ？

医 療 安 全 は 、「 患 者 の 尊 厳 と 意 思 を 守 る 文 化 」 で す 。

「 D N A R ・ A C P 」 は 医 療 安 全 の 本 質 に 関 わ る テ ー マ 。 多 職 種 チ ー ム で そ の 仕 組 み

作 り を 整 え 、 患 者 の 意 思 を 守 る 医 療 を 共 に 築 き ま し ょ う 。

医 療 安 全 管 理 者 か ら の メ ッ セ ー ジ

C P R  事 例 発 生 時

デ ィ ス カ ン フ ァ レ ン ス の 振 り 返 り 時 M ＆ M  カ ン フ ァ  レ ン ス

R R T  が  チ  ー ム で  稼  働  時 死 亡 事 例

院 内 指 針 の 明 文 化 と 共 有

（ 迷 わ な い た め の ル ー ル 化 ）

定 期 的 な 確 認 の 仕 組 み

（ D N A R ・ A C P は 一 度 決 め た ら

終 わ り で は な い 、 気 持 ち は 変 化 す る ）

患  者 ・ 家  族  と  の  合  意  形  成  の  場  を

つ  く る ・ 多  職  種  で  の  確  認

情 報 の 一 元 化

（  電  子  カ  ル  テ ・ 様  式  統  一 ・

急 変 時 に 即 対 応 ）

多  職  種 ・ 倫  理 ・ A C P  委  員  会  等  と  の  協  働

職 員 へ の 定 期 的 な 教 育

D N A R ・ A C P  に 関 す る 意 思 決 定 の 流 れ 図

患 者 ・ 家 族 の 希 望

急 変 時 に 迷 わ ず 対 応

安 全 で 尊 厳 を 守 る 医 療

記 録 ・ 共 有 （ 電 子 カ ル テ /  統 一 様 式 ）  

医 療 安 全医 療 安 全
D N A R •A C P

本 人 の 意 思 に 基 づ か な い 医 療 は 、

医  療  安  全  の  観  点  か ら も 重  大  な リ ス ク

確  認  不  足 ・ 記  録  が  適  切  で  な  い  と

不  必  要  な  救  命  措  置 ・ 延  命  治  療  に

つ な が る 可 能  性

必 要 な 蘇 生 処 置 が 行 わ れ な い 可 能 性

本 人 が  望 ま な い 救 命  措 置

苦  痛 ・ 尊  厳  の  損  失  が  生  じ  る

I C の 内 容 が 不 明 確

医 療 者 ・ 家 族 に 後 悔 や 葛 藤 を 残 す

原 疾 患 以 外 の 不 慮 の 心 肺 停 止 時

医 学 的 判 断 が 要

医 療 者 に よ っ て D N A R の と ら

え 方 が 違 う （ 急 変 時 何 も し な

い  と  認  識  し て  い  る  医  療  者  ）

急 変 時 に 、 D N A R の 記 録 が 無

く 対 応 に 困 っ た

D N A R の 最 終 確 認 が 1 年 以 上

前 の ま ま

し ば ら く す る と 、 ご 家 族 の 気 持

ち が 変 わ っ て し ま い 、 こ ん な に

疲  弊  す る と は  思  わ な か っ た

A C P は 、 診 療 科 や 部 署 に よ り 意

識 の 差 が あ る

ト ラ ブ ル 回 避 の た め に D N A R ・

A C P  を  患  者 ・ 家  族  か  ら  見  て  も  、

わ か り や す い も の に し た い

医 療 安 全 の 観 点 か ら

重  要  な こ と

か な め
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